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見積参加者選考調書（特定随意契約用）

調 達 件 名

発 注 課

選定事業者

決 定 日 令和4年3月1日

令和７年度HIV・梅毒検査、相談事業運営業務

保）感染症総合対策課

社会福祉法人はばたき福祉事業団

随意契約の理由（相手方を特定した理由を含む。）

　厚生労働大臣が定める「後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針」において都道府
県は、保健所における無料匿名のHIV検査・相談の実施が求められており、利便性の高い場所や
夜間休日等の時間帯へ配慮することが重要とされている。上記を踏まえ本業務は、場所の利便性
を考慮した各保健センターにおける平日検査、時間帯の利便性を考慮した夜間・休日検査と並行
して行うものであり、匿名性の高さを確保した検査体制を特色としている。このため、本業務に
おいては、①会場内で受検者同士が顔を合わせることのないよう検査運営が可能な検査場所の確
保、②検査業務に精通した医師、看護師、カウンセラー等の人員の配置、③HIV検査の結果に応
じたカウンセリング、HIV診療拠点病院をはじめとする医療機関との連携体制の確保、の3点を確
実に満たしたうえで実施されることを要する。
　社会福祉法人はばたき福祉事業団は、HIV/エイズに精通し、HIV陽性者及びエイズ患者への対
応についての十分な経験や技能があり、エイズ治療拠点病院である北海道大学病院とも協力体制
を構築し、医療との円滑な連携を図ることができる。また、当該法人は、受付から検査終了後の
退室まで、一貫して高い匿名性を確保するための構造を有した検査場所を確保しており、本業務
における上記の要件をすべて満たす市内唯一の法人と考えられる。
以上の理由から、当該業務の適正な履行のため、特定で指名することが適当である。

根拠法令

■地方自治法施行令第167条の2第1項第２号（予定価格100万円超の場合に記入）


